
移住者と地域住民が交流する場づくりと空き家対策に取り組む「琴浦ポレポレな暮らし」。取材をとおし
て、なるほど！琴浦が人を惹きつける理由がみえてきました。

移住者をあたたかく支える仕組みづくり
　「地域が元気になってほしい！」。こんな思いで、移
住者と地域住民が交流する場をつくり、空き家の活用
サポートに取り組む「琴浦ポレポレな暮らし」。ポレポ
レは、スワヒリ語で「ゆっくり」という意味。「ゆっくり、
楽しく生きよう」、団体名には、そんな思いが込められ
ています。
　「琴浦ポレポレな暮らし」の前身は、「コトウラ暮ら
し応援団」。これは、地元の建設会社で代表取締役
社長を務める馬

うま

野
の

慎
しん

一
いち

郎
ろう

さんが発起人となって平成
26年に立ち上げた団体です。馬野さんは、25年前に
琴浦町にUターン。そのころと比べても明らかに人口
が減っていると感じ、「人口減少を食い止めることは
難しい。でも、なにかできることはないかというのが、
そもそもの発想」と設立のいきさつを語ります。「商売
をしているので、にぎやかなほうがいいですし。琴浦
町は本当にいいところなので、外からも人が来てほし
いという素朴な気持ちがありましたね」と続けます。そ

して、移住定住の推進を民間でもできないかと考え、
琴浦町役場に相談しました。ちょうど、移住定住アド
バイザーという制度ができたタイミングで、住民と行
政が連携した移住支援がスタートしました。
　平成28年３月、「琴浦ポレポレな暮らし（以下「ポレ
ポレ」という）」と名称を変更。移住者と地域の人をつ
なぎ、移住者をあたたかく支える仕組みづくりで琴浦
を盛り上げています。

空き家の活用サポート
　活動の一つは、空き家の活用サポート。馬野さんを
はじめ町内の不動産関係者のメンバー数名で、琴浦町
の空き家情報登録制度「空き家ナビ」への情報掲載や
移住者への物件紹介のサポートを行っています。不動
産取引には資格や知識が必要で、行政と民間が連携
することによって、空き家を探す移住者へのきめ細か
なサポートが実現しています。また、空き家の現地調
査などの準備経費は無償で行っているため、利益優

月１回のポレポレカフェで談笑中

生涯にわたって学び続け、その「学び」を社会の中で生かす。「学び」から「行動」へ

地域で展開される住民参加の活動やNPO活動などをとりあげます。
今号の
視点集

特

活動はスローにゆるく、がんばりすぎず

～琴浦ポレポレな暮らし～
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先ではなく地域のためという想いで活動しています。

ポレポレカフェでゆるくつながる
　活動のもう一つの柱である「ポレポレカフェ」。
これは、移住者と住民がつながるきっかけの場と
して始めたもので、月に１回開催します。ポレポレ
カフェは、移住者と住民が出会い、ゆるくつなが
る場。そして、移住者同士が仲間意識を共有できる
場です。「実は、移住者でなくても、来てOK！町
外の方も、ウエルカム」と馬野さん。
　「移住者から見た琴浦町」など、話すテーマを決
めて参加者同士で話しあう日もあれば、テーマを
設けず雑談をかわす日もあります。一向平キャンプ
場に新しくできたフィンランド式サウナなど、今、
町内で話題のスポットに行く、参加者が行ってみ
たいところに行くなど、場所も気ままです。参加者
の顔ぶれも変わるので、新しい出会いやつながり
がうまれます。

人と人との距離が、ちょうどいい
　ポレポレカフェには、若手の面白い人も集まって
きます。３年前、広島県から琴浦町に移住した出

で

﨑
さき

隆
りゅう

晟
せい

さんもその一人。大学生のときに、友だちと初
めて琴浦を旅した出﨑さん。そのとき一緒に旅をし
た友だちが、「めっちゃ、楽しかった」といろんな人
に伝え、出﨑さんが代わるがわる友だちを連れてく
るうちに、４回も琴浦を訪れていました。
　旅をする中で、現在勤める会社の社長に「鳴り石
の浜プロジェクト」のあつまりに誘われ、初めて町
民の方と交流しました。「初対面なのにこんなによく
していただけるところは他にないっていうぐらいよ

くしていただいて。僕、感動しちゃった」と、出﨑
さん。「野菜とか、お土産とか、いろいろ受け渡しが
あり、会ったら、ちょっと立ち話するとか、人と人
との距離感が心地よかった。ちょうど就職のタイミ
ングでもあって」と、移住の決め手を話します。
　「琴浦は、人があったかい」。そう話すのは琴浦町
企画政策課で移住定住を担当する辻

つじ

中
なか

友
とも

樹
き

さんと長
は

谷
せ

川
がわ

留
る

美
み

さん。「最終的に琴浦に決めるのは、人との
つながりがあるから」と、馬野さんもうなずきます。

多様な人を受け入れたい
　「琴浦に来たときに、顔見知りもいない中、ポレ
ポレに顔つなぎをしていただいたおかげで、琴浦
に居やすくなった。今度は自分の番。来られた方の
一番の窓口になれたらうれしい」と、これからの自
分の役目を話す出﨑さん。
　出﨑さんは、最近、友人とネットラジオもはじ
めました。その名も、“ラジタビーズ　冗談抜きで
冗談 ”。琴浦の日常を語るラジオです。「もう趣味の
領域で。個人の感想みたいな感じ。それでもありが
たいことに、ファンになってくださる方もいて。再
生回数は少ないですけどね」と笑います。
　「ポレポレは、多様な人を受け入れる先駆け的な
団体でありたい」と熱く語る馬野さん。さらに、「出
﨑さんのような若い人が、自分の好きなことをどん
どん実現できるまちでありたい」とも。「若い移住
者が、地元のルールに従うことは、もちろん大事
だけれど、地元の人がいろいろな価値観を認めて、
柔軟に変わっていくことも大事」と、琴浦の今をみ
つめます。

いいことがあったときいいことがあったとき
ちょっと落ち込んだときちょっと落ち込んだとき
それ以外のとき…それ以外のとき…

鳴
り
石
の
浜

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プロジェクトリーダープロジェクトリーダー
馬野馬野さんさん

鳴
り
石
の
浜

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

出﨑さん
（DJ コップンカー）

ラジタビーズラジタビーズのの

冗談抜き冗談抜きでで冗談冗談
ラジタビーズラジタビーズのの

冗談抜き冗談抜きでで冗談冗談

いつでもいつでも
聞いてね！聞いてね！

ネットラジオ
好評配信中！

　実は、「コトウラ暮ら
し応援団」の以前から、
「鳴り石の浜プロジェク
ト」のリーダーとして、
地域活性化に取り組んで
きました。その活動は今
も継続中！
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一向平キャンプ場でみんなでココロを整えました。

問
合
せ
先
琴浦ポレポレな暮らし

〒689-2501
東伯郡琴浦町赤碕1840-1（馬野建設株式会社内）
電　話 0858-49-2222　 メール shin@umano.co.jp

facebook

　琴浦町は鳥取県のほぼ中央に位置し、北に日本海、南に
大山と豊かな自然に恵まれたまちです。
　近年、「小さいくせにぜんぶある」をキャッチフレーズに
「惑星コトウラ」としてまちをブランディング。

　もともと地域づくり活動が盛んで、地域活動団体も多く存在しています。「鳴り石の浜」の情報発信と保全活動に
取り組む「鳴り石の浜プロジェクト」もその一つ。さらには、団体同士の連携を図る「琴浦まちづくりネットワーク」と
いう組織もあり、住民主体のまちづくりが盛んです。

移住者170人、過去最多を記録
　琴浦町への移住者は、令和４年度に170人と過去最多を記録。宝
島社が発行する「全国住みたい田舎ベストランキング」（人口１万人以
上２万人未満）では、総合１位を獲得。ポレポレなど、官民一体となっ
た取組が評価されたことも大きい。現在は、地域おこし協力隊として
サウナ熱波師の五

ご

塔
とう

熱
ねつ

子
こ

さんらが活動中。琴浦に熱い視線がむけら
れています。

　もとは、Uターンが多かったのが、最近は、
Iターンが増えています。半々ぐらい。田舎に
住んでも仕事ができる環境が整ってきているの
で、田舎でゆっくり暮らしたい人に琴浦町を選
んでもらえています。以前は50代・60代が多
かったのが、ここ２・３年で20代～40代が全
体の80％となっています。ポレポレにしっかりと
サポートしてもらえることが大きいですね。

　移住された方が役場に来られた

ときに、「 こんにちは」 と、気軽にあ

いさつしてくださるのがとてもうれしい

です。移住前はもちろんのこと、移

住された後も、何かあれば気がね

なくご相談ください。

辻
つじ

中
なか

友
とも

樹
き

さん
琴浦町役場
　企画政策課

長
は

谷
せ

川
がわ

留
る

美
み

さん
琴浦町役場企画政策課
移住定住アドバイザー

小　さ　い小　さ　い
く　せ　にく　せ　に
ぜ　ん　ぶぜ　ん　ぶ
あ　る 。あ　る 。
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